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「
確
か
な
学
力
」
の
育
成 

○生徒の実態を踏まえた教

育課程および評価方法の検

討の継続 

○国語、数学、英語における

学校設定科目の開講を継続

させ、学び直しや進学希望

生徒へのニーズに対応す

る。 

○教科代表者との連携によ

り、開講している科目群の

検討を行う。 

○公開授業の実施を計画

し、充実させる。 

○教育ＤＸ推進の充実を図

る。 

・授業時数の実施時間

の格差をなくすための

対策の検討を行った。 

・R8 年度から 1 単位

の科目群を除き2時間

連続授業となる。 

・例年以上に、Ⅱ部③

及びⅡ部生徒が増加し

た。 

・公開授業週間を予定

通り実施し、意義のあ

る行事運営であった。 

４ 

４ 

・教務部及び教科代表者と

の連携により、微調整を行

い生徒及び学校のニーズに

対応したものになってきて

いる。 

・時間割における実施

講座の増加について、

学校設定科目の開設や

キャリア関連科目の開

設など各教科に依頼し

た。 

・公開授業週間では多

くの中学生、保護者、学

校運営協議会委員の方

に来校していただけ

た。 

４ 

４ 

・定時制でありながら、昼間にも講座を設けている本校

は、他校に比べ職員の負担も多く、また３部制によるカリ

キュラムの複雑さもある中で、生徒の新たなニーズに応

えるべく講座の増加や新しい科目の開設などを検討され

ていることが素晴らしい。 

・多様な生徒に対応できる体制が構築されることを期待

します。 

・公開授業は生徒の学ぶ姿、笑顔、挨拶を感じることがで

きた。先生方の指導方法、生徒への接し方を見ることがで

き、生徒へ丁寧かつ分かりやすく話そうとする、伝えようと

している様子が確認できました。今後も公開授業は定期

的に実施してください。 

・時間割における実施講座の増加について、先生方への

連絡、報告はとても大事だと思います。 

・公開授業では、保護者、私たちももっと参加すべきだっ

たと反省しております。 

○授業力および単位修得率

の向上 

○月別指導計画を作成し、

授業の振り返りを行うこと

で、個々の授業力向上を図

るとともに、各教科におけ

る共有財産として蓄積す

る。 

・教科会を通じて日々

の授業改善や専門性の

向上に努めることにつ

いて継続してお願いし

ている。 
４ 

・通常どおりの日々の

授業を実施できてい

る。 

４ 

・通常通りに出来ることのすばらしさを生徒にも伝えてい

って欲しい。 

・継続した取り組みに期待します。 

・各教科の先生方、ほんとうにありがたかったです。 

 

○アクティブラーニングの

視点を取り入れた研究授業

及び授業研修や、ＩＣＴを

活用した研究授業及び授業

研修を実施することで、教

員の授業力向上を図るとと

もに、生徒の授業への興味・

関心を高めることで、単位

習得率向上のための一助と

する。 

・授業研修ではAI利活

用について意義のある

研修を実施した。 

・教育課程説明会＆授

業参観を 12 月に実施

できた。意義のある行

事運営であった。例年

以上の保護者の参加が

目立った。 

４ 

・一人一台端末の運用

は貸与を中心に案内し

ているが、少数である

が購入者もいた。次年

度は価格を下げて案内

予定である 

・ポータルサイトの運

用や今年度から開始し

たマチコミなどを有効

に活用できた。 

４ 

・経済的に厳しい家庭もある中でこの物価高です。少しで

も安く教材を提供する努力をされていて頭の下がる思い

です。 

・ICTの利活用は実社会で必須のスキルとなっています。

教育環境の整備は大変だと思いますが、期待しています。 

・端末の運用 これからの社会には必要だと思います。価

格を下げての案内予定は賛成します。 

○キャリア教育全体計画に

基づくグループの独自性を

大切にしたキャリア教育の

推進。 

○進路指導部主催行事の充

実。 

・これまでのキャリア

教育の資産を受け継ぎ

ながら、Ａ・C・Dグル

ープとの連携、取組の

支援を進めている。 

・進路指導部主催行事

の充実に努め、積極的

な進路情報の提供と担

任の支援を進めた。 

３ 

・各グループの独自性

を大切にした、キャリ

ア教育の推進・支援に

努めて行く。 

・進路情報の提供方法

の工夫をさらに考える

必要がある。 

４ 

・生徒の特性も進路も多様なので大変かと思いますが、

卒業してからのことを思い描きながらの進路指導をお願

いします。 

2 

「
豊
か
な
心
」
の
育
成 

○生徒指導と教育相談が一

体となったチーム支援（問

題行動の未然防止への常時

指導や教育相談との情報の

共有化や巡回指導の強化） 

○ＴＰＯに応じた礼法やマ

ナー指導の充実 

〇自己指導力の育成（自発

的に行動の判断、実行する

力の育成） 

○学校行事・人権教育の充

実（生徒会や生徒専門委員

会との連携強化・いじめや

暴力根絶に向けた指導の充

実） 

 

・教育相談との情報共

有をすることができ

た。巡回も夕休みに計

画的に実施してきた。 

・集会や式典等注意を

受ける生徒もほとんど

いない。 

・文化祭など生徒会を

中心に自主的な活動が

見られた。 

・生徒会でゴミ回収等

主体的な活動を継続し

ている。ボランティア

活動にも参加する生徒

もでてきた。 

３ ３ 

・今後も教育相談・職

員と情報共有を行い、

巡回も計画的に行って

いきたい。 

・集会、式典でのマナ

ーは良好である。継続

して指導していきた

い。 

・文化祭について日

程・内容とも検討して

いく予定である。 

・生徒の主体性を大事

にしながら、教員でサ

ポートしていきたい。 

４ ３．５ 

・青朋高校には様々な分野で秀でている生徒も少なくな

く、その能力を磨き発表する時間や機会にも恵まれている

と感じます。そのような生徒への手助けを今後も続けてい

って欲しいと思います。 

・先生方の日々の指導の賜物だと思います。今後も期待し

ています。 

・生徒の主体性を重んじる姿勢は大変ありがたいです。

生徒一人一人が自主性、自己責任を意識して今後の成

長の糧につながる指導、見守りをお願いします。 

・集会、式典のマナーはほんとうに良くなってます。 

  



○生徒会やボランティア活

動の充実（生徒会や生徒専

門委員会との連携強化） 

○自己・他人の命を大切に

する心の育成 

○ＴＰＯに応じた礼法、マ

ナー指導、及び各種活動を

通した自己指導能力の育

成。 

・年度当初にＳＨＲ・

授業の初めと終わりの

起立・礼の統一指導を

お願いしている 

・Ｄグループの面接指

導等を通して礼法を意

識づけた。 

３ 

・日常的なＴＰＯに応

じた言葉遣いの定着に

は至っていない。敬語

を意識する指導を続け

ていく。 

 ３ 

・なかなか在学中には言葉遣いを変えようとしない生徒

もいるかも知れませんが、職員が示し続けることが大事

なのではと思います。卒業してから思い出してくれること

も大事かと思います。 

・社会に出ると、言葉遣いはとても大事な要素だと思いま

す。敬語を意識すること、相手を想う言葉等、日頃から使う

ことで、自然に会話で使えるようになります。継続して指

導をお願いします。 

・昔に比べると良くなっているが、ＴＰＯに応じた言葉遣い

は今の生徒の課題だと思う。保護者もそれを感じてほしい

と思う。 

○学校生活アンケートや日

常の相談を通して、いじめ

や人間関係のトラブル、深

刻な悩み等をすくいあげ、

対応策を検討する。 

○人権学習に関する職員研

修を実施し、生徒および職

員の人権意識を高める。 

 

・前期１回、後期１回

の学校生活アンケート

や担任による面談を通

して早めに生徒の状況

を知ることができた。

いじめはゼロであっ

た。 

・職員研修を実施し、

人権学習に関する理解

を深めた。 

４ 

・障害や特性、困難さ

に応じた指導・支援に

ついて理解を深めるこ

とが大切である。 

４ 

・障がいや特性についての理解もずいぶん進んできたよ

うに思いますが、学問としての分野は新しく、日進月歩だ

と思いますので更なる研修の継続をお願いします。 

・職員研修の実施は良い取り組みと思います。定期的に

実施されることを期待します。 

・言葉のいじめが心をキズつけていると思う。片方に聞か

ず両方から聞いて指導・支援していただきたいと思いま

す。 

○読書週間を通して、読書

に親しむ環境を整える。 

〇ＰＯＰコンテストを実施

することで自己表現とコミ

ュニケーション能力を培

う。             

○授業・自習における図書

館の有効的な利用の促進と

図書館利用時のマナー育成

を促進する。 

○１人当たりの貸し出し冊

数の目標３冊を目指す。    

・生徒たちは読みたい

本を準備し、集中して

読書を行った。 

・POP作成の取組状況

も良く、職員からの参

加もあった。また、図書

委員による啓発のため

のポスター作成もあっ

た。 

・授業・自習での図書

館の使用が増加し利用

の促進が図れた。利用

の際のマナーも問題な

かった。 

・一人あたりの貸出冊

数は ２．７ 冊 

（R７,12,２３現在） 

昨年の３．６冊より減 

３ 

・読書週間及びPOPコ

ンテストを通じ、読書

に関する興味・関心を

高めるための工夫改善

を更に進める 。 

・図書館利用のマナー

向上を集会などを利用

し呼びかける。 

・１人当たりの貸し出

し冊数は昨年度より減

少。次年度は目標３冊

を達成するよう工夫改

善を図りたい。  

 

３ 

・学校図書館のよい部分は残しながら、新しい活用形態

を模索されているのかなと思います。 

・読書の習慣化は国語力の向上にも繋がると思われま

す。貸出冊数が向上する取り組みに期待します。 

・本の貸し出し冊数が昨年より減少していますが、本校全

体での貸し出しを表記するとよいと感じました。 

―例― 数字と会話につながるきっかけ作り 

平均貸出冊数 ２，１冊 

生徒に人気の本「     」 

本校貸出冊数 １２３４冊  

職員が最近購入した本 「      」 

 

本の内容を共有する仕組み作りが必要だと感じます。読

書は自己学習、自分を振り返れる場でもあり、本があれ

ばどこでも読めます。本の良さ、物語の楽しみ、知識、過去

を振り返ることができるため、若い時に本に触れる機会を

増やしたいですね。 
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「
健
や
か
な
体
」
の
育
成 

○基本的な生活習慣の確立

（生徒専門委員会との連携

強化） 

○健康教育の充実（各種研

修会の充実） 

○保健安全教育の推進（各

種研修会の充実） 

○部活動の活性化（心・技・

体の強化・部活動規定の見

直し） 

・生徒専門委員会で

「言葉遣い」や「感染

症予防」等の声掛けの

活動を行ってきた。 

・外部講師を招いて研

修会を実施した。 

・男女卓球、男女バド

ミントン、女子バスケ

ットボールが全国大会

に出場した。 

３ 

３ 

・「感染症予防」、「言

葉遣い」とも改善は見

られるが、今後も継続

的に行う必要がある。 

・部活動の参加状況も

良く、大会以降も部活

動を希望する生徒が多

くなった。部活動の活

動内容や活動費用につ

いても検討が必要であ

る。 

４ 

４ 

・全国大会に出場できるのも、顧問をされている先生方が

いてこそだと感じています。ご苦労様です。 

・言葉使い、運動、知識どれも大事な成長要素だと思いま

す。生徒が教える立場になったときに命を守り行動がとれ

るためには、正しい防災、危機管理知識、そして行動する

ための知識、他人との連携の挨拶、どれも大事な様子だ

と感じます。今後も部活動による指導、危機管理教育をお

願いします。 

・部活動費用については、青朋高校として参加するために

定時・通信、同じ学校だから生徒にできるだけ負担させた

くないと思う。 

 

 

○生徒が危機管理意識や、

施設等の安全管理、保健安

全に関心を持ち、自ら考え

る力を育成するため、環境

教育や防災教育、心肺蘇生

法実技講習、講演会等を実

施する。 

・地震や火災の防災訓

練、夜間訓練を実施で

きた。講話や高校生研

修により危機管理意識

の向上を確認できた。

心肺蘇生法講習を実施

できた。 
３ 

・署員との綿密な計画

のもと実施する。 

・生徒研修会の報告を

生徒会活動へ発展させ

る。 

・危機管理意識が学校

生活への自主性に発展

させる。 

 

 

 

 

 

 

４ 

・夜間防災訓練ができるのは定時制ならではですね。実

際夜間に災害が起きることも多いように感じます。暗い中

での避難の経験は貴重だと思います。 

・夜間訓練は学校の特性上、大切な取り組みだと思いま

す。定期的に実施されることを期待します。 

 



4 

学
校
創
生
『
チ
ー
ム
青
朋
』 

〇各研修会からの情報を提

供し、適切な相談者や相談

機関につなげる。 

○外部機関と連携し、広い

視野で生徒の対応にあた

る。 

・スクールカウンセラ

ー、ソーシャルワーカ

ー、ハートサポータ

ー、市の相談支援セン

ターなどと連携を図

り、支援につなげた。 
４ 

４ 

・様々な事情や特性の

ある生徒が増えてきて

いるので、今後も専門

家と連携を図りながら

対応していくことが重

要である。 
４ 

３．５ 

・子供たちにもこれまでの人生の積み重ねがありますの

で、なかなか違う価値観を共有することは容易ではない

かと思います。まずはその子の人生の歴史を理解すること

からでしょうね。 

・対応事例が教職員間で共有されることを期待します。 

・外部の専門家との連携は重要だと感じます。一人ひとり

の実情等多岐にわたる事案も先生、学校だけでためず、

外部との連携を図り対応をお願いします。 

・保護者と生徒、できるだけスクールカウンセラーに話を

して聞いてほしいと思う。 

○ＰＴＡ活動によって保護

者と学校との連携・協働を

図るとともに、生徒が挨拶

をしたりマナーを身に付け

たりする場を設け、「感謝す

る心」を養う。 

・総会、役員会、挨拶

運動、螢月祭等の各場

面で保護者の協力を得

ることができ、感謝し

ている。 

３ 

・螢月祭において、数

年ぶりにＰＴＡバザー

を実施することができ

た。今後は、早めの計画

を促したい。 

４ 

・コロナでＰＴＡ関係の行事が減っていたので、バザーの

復活は嬉しいですね。 

・感謝する心を養う、良い取組だと感じます。 

・PTA、生徒、先生方との団結して頑張ってほしいと思う。 

 


